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1

１
．
加
入
実
績
と
支
払
保
険
金
実
績
に
つ
い
て

加
入
実
績
と
支
払
保
険
金
実
績
に
つ
い
て

■
加
入
自
治
体
数
が
毎
年
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

■
昨
今
の
気
候
変
動
に
よ
る
大
雨
・
暴
風
等
の
自
然
災
害
の
増
加
や
町
村
の
住
民
の
為
の
予
防
的
な
避
難
指
示
等
の

発
令
数
の
増
加
に
伴
い
、
保
険
金
の
お
支
払
い
件
数
も
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
制
度
発
足
か
ら

6
年
間
で
町
村
等
の
財
政
負
担
を
一
部
補
償
す
る
災
害
対
策
費
用
保
険
は
約

1
3
億
円
の
保
険
金
を
お

支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。

契
約
年
度

加
入
自
治
体
数

(件
）

保
険
料
分
担
金

（
円
）

支
払
保
険
金
額

損
害
率

件
数
（
件
）

合
計
（
円
）

平
成

2
9
年

1
1
3

8
6
,6

3
4
,8

0
5

1
1
2

8
1
,3

8
9
,6

4
8

9
3
.9

%

平
成

3
0
年

2
0
7

1
6
2
,5

1
1
,2

3
5

3
0
6

2
7
6
,6

1
5
,1

5
6

1
7
0
.2

%

令
和
元
年

2
9
7

2
4
4
,8

3
3
,6

0
4

2
9
8

1
9
4
,9

7
1
,4

8
5

7
9
.6

%

令
和

2
年

3
3
1

3
0
4
,1

3
8
,7

3
5

3
2
7

3
6
0
,6

1
7
,6

4
3

1
1
8
.6

%

令
和

3
年

3
3
7

3
1
0
,6

2
6
,2

7
7

2
9
1

2
5
1
,4

8
5
,3

4
8

8
1
.0

%

令
和

4
年

3
6
6

3
2
6
,8

2
0
,8

6
5

2
2
4

1
7
7
,1

2
0
,5

4
3

5
4
.2

%

令
和

5
年

3
6
8

3
4
5
,0

6
6
,9

2
9

3
1
8

2
1
3
,6

6
5
,7

5
2

6
1
.9

%

合
計

1
,4

3
5
,5

6
5
,5

2
1
 

1
,5

5
8

1
,3

4
2
,1

9
9
,8

2
3

8
7
.4

%



2

２
．
事
故
事
例
に
つ
い
て
①

■
各
自
然
災
害
に
お
け
る
災
害
対
策
費
用
保
険
制
度
の
事
故
事
例
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

大
雨
に
よ
る
事
例

令
和

2
年

7
月
豪
雨
に
よ
り
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

を
発
令
し
た
。
そ
の
後
、
雨
が
強
く
な
り
大
雨
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
た
た
め
、
「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

職
員
の
超
過
勤
務
手
当
な
ど
応
急
救
助
費
と
し
て

約
3
7
0
万
円
の
保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

大
雨
に
よ
る
事
例
②

食
品
の
供
与
約

5
万
円
、
飲
料
水
の
給
与
約

3
万
円
、
職
員
の
超

過
勤
務
手
当
約

3
0
0
万
円
な
ど
が
発
生
し
、
加
入
し
て
い
た
プ

ラ
ン
の
1
事
故
支
払
限
度
額
3
0
0
万
円
の
保
険
金
を
お
支
払
い
し

た
。

令
和

3
年

1
1
月
豪
雨
に
よ
り
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め

「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
、
避
難
所
を
開
設
し
、
約

1
5
0
名
が
避

難
を
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

台
風
に
よ
る
事
例
②

避
難
所
の
設
置
費
用
約

1
万
円
、
職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
や
消

防
団
の
出
動
手
当
な
ど
の
応
急
救
助
費
約

2
2
2
万
円
が
発
生
し

合
計
額
約
2
2
3
万
円
の
保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

令
和
元
年
の
台
風
１
９
号
の
接
近
に
伴
い
「
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
」
を
発
令
し
、
翌
日

3
時
に
「
避
難
勧
告
」
を
発

令
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
住
民

1
8
名
が
避
難
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

台
風
に
よ
る
事
例

令
和

2
年
の
台
風

1
0
号
の
接
近
に
伴
い
人
的
被
害
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
た
め
避
難
勧
告
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）
を
発
令
し
、
避
難
所

を
設
置
し
、
約

6
0
0
名
が
避
難
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

避
難
所
の
設
置
費
用
約

1
9
万
円
、
食
品
の
供
与
約

4
7
万
円
、
飲

料
水
等
の
供
給
約

4
0
万
円
、
職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
な
ど
の

応
急
救
助
費
約

3
6
6
万
円
が
発
生
し
、
合
計
額
約
4
7
2
万
円
の
保

険
金
を
お
支
払
い
し
た
。



3

２
．
事
故
事
例
に
つ
い
て
②

■
各
自
然
災
害
に
お
け
る
災
害
対
策
費
用
保
険
制
度
の
事
故
事
例
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

土
砂
災
害
に
よ
る
事
例

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
に
よ
り
市
内
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

職
員
の
超
過
勤
務
手
当
な
ど
で
約
1
1
4
万
円
が
発
生
し
、
応
急
救

助
費
と
し
て
保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

土
砂
災
害
に
よ
る
事
例
②

事
故
概
要

保
険
金
支
払

山
林
火
災
に
よ
る
事
例

職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
や
消
防
団
の
出
動
手
当
な
ど
約
2
6
万
円

が
発
生
し
、
応
急
救
助
費
と
し
て
保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

山
林
火
災
の
発
生
に
よ
り
「
避
難
勧
告
」
の
発
令
を
行
っ
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

氾
濫
危
険
水
位
に
よ
る
事
例

河
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
し
、
更
に
水
位
の
上
昇
が

見
込
ま
れ
た
た
め
、
「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

避
難
所
の
設
置
費
用
約

3
万
円
、
職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
な
ど

の
応
急
救
助
費
約

1
8
2
万
円
が
発
生
し
、
合
計
額
約
1
8
5
万
円
の

保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
、
局
地
的
に
激
し
い
雨
が
降
り
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
た
め
、
「
避
難
勧
告
」
を

発
令
し
た
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
や
管
理
職
特
別
勤
務
手
当
な
ど
で

約
1
7
7
万
円
が
発
生
し
、
応
急
救
助
費
と
し
て
保
険
金
を
お
支
払

い
し
た
。



4

２
．
事
故
事
例
に
つ
い
て
③

■
各
自
然
災
害
に
お
け
る
災
害
対
策
費
用
保
険
制
度
の
事
故
事
例
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

暴
風
警
報
に
よ
る
事
例

暴
風
警
報
発
令
に
伴
い
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
を

発
令
。
そ
の
後
、
雨
や
風
が
さ
ら
に
強
く
な
り
「
避
難
勧
告
」
を

発
令
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
約
8
1
万
円
が
発
生
し
、
応
急
救
助
費

と
し
て
保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

洪
水
に
よ
る
事
例

事
故
概
要

保
険
金
支
払

雪
に
よ
る
事
例

事
故
概
要

保
険
金
支
払

河
川
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
し
、
洪
水
（
氾
濫
）
の
お

そ
れ
か
ら
「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
、
そ
の
後
氾
濫
が
発
生
し

「
避
難
指
示
」
を
発
令
し
た
。

避
難
所
の
設
置
費
用
約

6
万
円
、
食
品
の
供
与
約

5
万
円
、
飲
料

水
等
の
供
給
約

3
万
円
、
生
活
必
需
品
の
給
与
約

2
万
円
、
職
員

等
の
超
過
勤
務
手
当
や
消
防
団
の
出
動
手
当
な
ど
の
応
急
救
助
費

約
1
5
8
万
円
が
発
生
し
、
合
計
額
約
1
7
4
万
円
の
保
険
金
を
お
支

払
い
し
た
。

雪
解
け
後
の
影
響
に
よ
り
地
滑
り
が
発
生
し
、
「
避
難
指
示
」
を

発
令
し
た
。

食
品
の
供
与
約

1
万
円
、
職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
約

4
5
万
円
、

光
熱
費
約

1
万
円
が
発
生
し
、
合
計
額
約
4
7
万
円
の
保
険
金
を
お

支
払
い
し
た
。
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２
．
事
故
事
例
に
つ
い
て
④

■
各
自
然
災
害
に
お
け
る
災
害
対
策
費
用
保
険
制
度
の
事
故
事
例
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

地
震
・
噴
火
・
津
波
に
よ
る
事
例

ト
ン
ガ
沖
の
噴
火
に
伴
う
津
波
警
報
発
令
に
て
避
難
指
示
の
発
令

事
故
概
要

保
険
金
支
払

避
難
所
の
設
置
費
用
約

4
万
円
、
食
品
の
供
与
約

1
万
円
、
職
員

等
の
超
過
勤
務
手
当
や
消
防
団
の
出
動
手
当
な
ど
の
応
急
救
助
費

約
5
7
万
円
が
発
生
し
、
合
計
額
約
6
2
万
円
の
保
険
金
を
お
支
払

い
し
た
。

事
故
概
要

保
険
金
支
払

南
太
平
洋
ト
ン
ガ
沖
の
海
底
火
山
噴
火
の
影
響
に
よ
る
津
波
に
伴

う
津
波
注
意
報
及
び
津
波
警
報
発
表
に
よ
り
避
難
指
示
（
緊
急
）

の
発
令
。

避
難
所
の
設
置
費
用
約

7
万
円
、
食
品
の
供
与
約

4
万
円
、
飲
料
水

等
の
供
給
約

1
万
円
、
職
員
等
の
超
過
勤
務
手
当
や
消
防
団
の
出
動

手
当
な
ど
の
応
急
救
助
費
約

1
4
6
万
円
が
発
生
し
、
合
計
額
約
1
5
8

万
円
の
保
険
金
を
お
支
払
い
し
た
。

地
震
・
噴
火
・
津
波
に
よ
る
事
例
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３
．
線
状
降
水
帯
に
つ
い
て
（
ご
参
考
）

■
昨
今
、
頻
発
す
る
豪
雨
の
発
生
要
因
と
な
っ
て
い
る
線
状
降
水
帯
に
つ
い
て
概
要
を
ご
案
内
し
ま
す
。

線
状
降
水
帯
の
定
義
は
、
「
次
々
と
発
生
す
る
発
達
し
た
雨
雲

（
積
乱
雲
）
が
列
を
な
し
た
、
組
織
化
し
た
積
乱
雲
群
に
よ
っ
て
数
時
間
に
わ

た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
通
過
ま
た
は
停
滞
す
る
こ
と
で
作
り
出
さ
れ
る
線
状

に
伸
び
る
長
さ
5
0
～
3
0
0
k
m
程
度
、
幅
2
0
～
5
0
k
m
程
度
の
強
い
降
水
を

と
も
な
う
雨
域
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

線
状
降
水
帯
の
定
義

線
状
降
水
帯
が
形
成
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
図
）

温
暖
化
と
の
関
係

地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
や
大
気
中
に
含
ま
れ
る
水
蒸
気
量
の
増
加

に
よ
っ
て
近
年
は
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
雨
の
勢
い

も
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
で
は
、
今
後
も
発
生
頻
度
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
3
年
6
月
よ
り
「
顕
著
な
大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報
」
と
し
て
、
線
状
降

水
帯
の
発
生
に
関
す
る
速
報
を
出
し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
5
月
か
ら
は
、
最

大
3
0
分
程
度
前
倒
し
し
て
発
表
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
線
状
降
水

帯
の
発
生
を
予
報
す
る
の
は
「
現
時
点
で
は
困
難
」
と
さ
れ
て
お
り
、
台
風
な

ど
と
比
べ
て
局
地
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
や
、
予
報
の
根
拠
と
な
る
地
表
の
水

蒸
気
量
の
観
測
地
点
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

気
象
庁
の
動
き

豪
雨
を
引
き
起
こ
す
線
状
降
水
帯

日
本
で
起
き
た
集
中
豪
雨
事
例
で
は
、
台
風
に
よ
る
も
の
を
除
き
約
3
分
の
2

の
事
例
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
平
成
2
4
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
、
平
成
2
5
年
8
月
秋
田
・
岩
手
豪

雨
、
平
成
2
6
年
8
月
豪
雨
に
よ
る
広
島
市
の
土
砂
災
害
、
平
成
2
7
年
9
月
関
東

・
東
北
豪
雨
、
平
成
2
9
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
、
平
成
3
0
年
7
月
豪
雨
（
西
日

本
豪
雨
）
、
令
和
2
年
7
月
豪
雨
、
令
和
3
年
8
月
豪
雨
、
令
和
4
年
8
月
豪
雨
（

東
北
・
北
陸
）
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
費
用
保
険
の
ご
活
用

今
後
、
地
域
を
問
わ
ず
、
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
で
は
、
線
状
降
水
帯
が
多

く
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

住
民
の
身
体
・
安
全
の
た
め
に
町
村
が
避
難
指
示
等
を
発
令
し
、
災
害
救
助
法

が
適
用
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に
、
町
村
が
負
担
す
る
費
用
を
軽
減
す
る
当
該

制
度
の
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。


